イッシキカザリ　タンボウキ : ダイ9カイ　コドモ　ト　ミタテ by Takahashi, Kenji
鳥取大学研究成果リポジトリ
Tottori University research result repository
タイトル
Title



















り保護されています。 / This work is protected under




















など、中部小学校で制作されたユニークな作品は、２０１７年７月の「 おえ夏祭り」で飾られた。直江では毎年、各町内の作品展示と併せて「ミニ一式飾り」 展示コーナーを設け、子どもたちの作品を飾っている。ぜひ一度ご覧いただきた 。大人の作品に比べると小さいが 発想の面白さでは負けて ないと思う。　
このほか、平田の出雲市立







子」 。立たせたタンバリンと鈴を、羽を広げた親子のクジャクに見立てた。フックはジ の曲がっ 首、タンバリンのシンバルと鈴は 羽の丸い文様である。たっ これだけの材料 、見事な作品ができ上った。　
想像力豊かな思春期前の子
どもたちは、 「見立て」が得意である。教わらなくても、日常の遊びのような感覚で簡単にできてしまう。大人も子どもを見習い、もっと柔軟に自由な発想をすれば、 「一式飾り」の伝統 活性化 るのではないだろうか。
陶器の中から、使えそうな陶器を見つけ出し、テープで貼り合わせて、あっという間に作品
子どもと「見立て」
一式飾り」
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